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近
世
に
お
け
る
朝
鮮
通
詞
全

鮮
通
詞
養
成
に
淵
源
を
も
つ
。

東
京
外
国
語
学
校
に
朝
鮮
語
学
科
が
設
置
さ
れ
た
の
は
一
八
八
○
（
明
治
十
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
『
文
部
省
第
八
年
報
」
に
「
蓋

シ
明
治
九
年
修
好
条
規
締
約
ノ
挙
ア
リ
シ
ョ
リ
以
来
隣
交
ノ
日
二
密
ナ
ル
ニ
随
上
其
語
学
ヲ
修
ム
ル
ハ
固
ヨ
リ
欠
ク
可
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ

ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
七
六
年
に
締
結
さ
れ
た
日
朝
修
好
条
規
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
知
の
と
お
り
近
世
に
は
徳
川
幕

府
と
李
氏
朝
鮮
王
朝
の
間
に
国
交
関
係
が
あ
り
、
朝
鮮
に
近
い
対
馬
藩
が
家
役
と
し
て
そ
の
外
交
実
務
を
担
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

近
世
に
お
け
る
朝
鮮
通
詞
（
朝
鮮
語
通
訳
）
は
、
も
っ
ぱ
ら
対
馬
藩
に
お
い
て
養
成
さ
れ
て
い
た
。
朝
鮮
語
学
科
は
、
遠
く
は
対
馬
の
朝

対
馬
藩
で
は
朝
鮮
通
信
使
が
来
航
す
る
と
毎
回
五
○
人
内
外
の
朝
鮮
通
詞
を
動
員
し
た
。
か
れ
ら
は
「
六
十
人
」
と
呼
ば
れ
る
朝
鮮
と

の
貿
易
を
行
う
特
権
商
人
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
特
権
商
人
た
ち
は
親
・
親
類
か
ら
朝
鮮
語
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
や
が
て
親
と
と
も
に

現
在
の
釜
山
市
内
に
あ
っ
た
倭
館
（
一
六
七
三
年
ま
で
豆
毛
浦
、
以
後
草
梁
）
に
渡
っ
て
語
学
力
を
身
に
つ
け
た
。
朝
鮮
貿
易
の
た
め
に

朝
鮮
語

一
前
史

１
対
馬
に
お
け
る
朝
鮮
通
詞
養
成

953
















